
○
経
済
産
業
省
告
示
第
三
十
三
号

金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
二
十
六
号
）
第
四
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
特

定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
同
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、

告
示
す
る
。

令
和
五
年
三
月
三
十
一
日

経
済
産
業
大
臣

西
村

康
稔

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針

金
属
鉱
業
等
に
係
る
特
定
施
設
に
つ
い
て
の
鉱
害
防
止
事
業
は
、
昭
和
四
十
八
年
に
金
属
鉱
業
等
鉱
害
対
策
特
別
措

置
法
が
制
定
さ
れ
て
以
来
、
そ
の
計
画
的
推
進
が
図
ら
れ
て
き
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
残
存
す
る
鉱
害
防
止
工
事
に
加
え
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
の
老
朽
化
へ
の
対
応
、
自
然
災

害
へ
の
緊
急
対
応
等
、
実
施
す
べ
き
鉱
害
防
止
工
事
が
引
き
続
き
見
込
ま
れ
る
と
と
も
に
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
も

永
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
た
め
、
今
後
も
鉱
害
防
止
事
業
を
着
実
か
つ
計
画
的
に
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
た
め
政
府
は
、
現
下
の
行
政
及
び
財
政
の
合
理
化
、
効
率
化
の
要
請
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
定
施
設
に
係
る
鉱
害

防
止
事
業
の
計
画
的
な
実
施
を
推
進
す
る
と
と
も
に
、
鉱
害
防
止
工
事
を
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
金
属
鉱

業
等
鉱
害
対
策
特
別
措
置
法
に
基
づ
く
特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
を
定
め
る
こ
と

と
し
た
。

実
施
す
べ
き
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
の
時
期
及
び
事
業
量
そ
の
他
鉱
害
防
止
事
業
の
計
画
的
な
実
施
を
図
る
た
め
に

参考資料２



 

 
 

必
要
な
事
項
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
が
、
そ
の
達
成
状
況
や
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
等
を
踏
ま
え
て
必
要
に
応
じ
見

直
し
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

一 

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
の
時
期 

 

（
一
）
令
和
五
年
度
を
初
年
度
と
し
て
令
和
十
四
年
度
末
ま
で
に
、
令
和
四
年
度
末
に
お
け
る
使
用
済
特
定
施
設
に

係
る
坑
道
及
び
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
全
て
の
鉱
害
防
止
工
事
を
早
期
に
終
了
す
る
こ
と
を
目
指

す
よ
う
最
善
の
努
力
を
行
う
も
の
と
す
る
。 

な
お
、
鉱
害
防
止
工
事
の
工
事
期
間
が
長
期
に
及
ぶ
も
の
に
つ
い
て
は
可
能
な
限
り
効
率
化
を
図
り
、
早
期

に
終
了
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
二
）
特
定
施
設
の
う
ち
、
令
和
五
年
度
以
降
に
そ
の
使
用
を
終
了
し
た
も
の
に
あ
っ
て
は
、
速
や
か
に
、
鉱
害
防

止
工
事
を
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

 

（
三
）
令
和
五
年
度
以
降
も
引
き
続
き
、
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
確
実
に
実
施
す
る
も

の
と
す
る
。 

二 

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
事
業
量 

 

（
一
）
計
画
期
間
に
お
け
る
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
坑
道
及
び
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
鉱
害
防
止
工

事
の
事
業
量 

 
 

 
 

①
坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
〇
鉱
山 

一
五
施
設 



 

 
 

 
 

 
 

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
七
鉱
山 

五
三
施
設 

 
 

 
 

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積 

 
 

 
 

 
 

一
一
鉱
山 

一
四
・
七
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積 
 

 
 

 
 

 

一
〇
鉱
山 

五
四
・
四
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
擁
壁
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
鉱
山 

二
二
六
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
か
ん
止
堤
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 

三
鉱
山 

二
九
八
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑦
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置 

一
五
鉱
山 

六
、
○
七
九
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑧
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
九
鉱
山 

二
一
施
設 

 
 

 

イ 

鉱
山
保
安
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
七
十
号
）
の
規
定
に
よ
り
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
が
存

在
し
な
い
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
事
業
量 

 
 

 
 

①
坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
鉱
山 

二
施
設 

 
 

 
 

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
三
鉱
山 

一
五
施
設 

 
 

 
 

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
鉱
山 

○
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
鉱
山 

○
・
二
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
擁
壁
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
鉱
山 

二
二
六
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
か
ん
止
堤
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 

二
鉱
山 

一
九
○
メ
ー
ト
ル 



 

 
 

 
 

 
 

⑦
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置 

五
鉱
山 

七
一
○
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑧
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

四
鉱
山 

四
施
設 

 
 

 

ロ 
そ
の
他
の
使
用
済
特
定
施
設
に
係
る
事
業
量 

 
 

 
 

①
坑
口
の
閉
塞
等
の
措
置
を
講
ず
べ
き
坑
道 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

八
鉱
山 

一
三
施
設 

 
 

 
 

②
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
四
鉱
山 

三
八
施
設 

 
 

 
 

③
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
の
面
積 

 
 

 
 

 
 

 

九
鉱
山 

一
四
・
五
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

④
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
植
栽
の
面
積 

 
 

 
 

 
 

 

八
鉱
山 

五
四
・
一
ヘ
ク
タ
ー
ル 

 
 

 
 

⑤
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
か
ん
止
堤
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 

一
鉱
山 

一
○
八
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑥
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
措
置 

一
〇
鉱
山 

五
、
三
六
九
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

⑦
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
に
係
る
改
修
の
措
置 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
五
鉱
山 

一
七
施
設 

 

（
二
）
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量 

 
 

 
 

①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

七
四
鉱
山 

五
、
七
九
四
万
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
〇
鉱
山 

三
ト
ン 

 
 

 
 

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
三
鉱
山 

五
ト
ン 



 

 
 

 
 

 
 

④
砒 ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
四
鉱
山 

二
二
ト
ン 

 
 

 
 

⑤
銅
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
五
鉱
山 

一
三
三
ト
ン 

 
 

 
 

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

六
六
鉱
山 

九
六
三
ト
ン 

 
 

 
 

⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

五
四
鉱
山 

五
、
五
六
○
ト
ン 

 
 

 
 

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
鉱
山 

一
、
三
八
八
ト
ン 

 
 

 

イ 

鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
り
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
が
存
在
し
な
い
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排

出
さ
れ
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量 

 
 

 
 

①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

二
三
鉱
山 

一
、
六
四
一
万
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
七
鉱
山 

〇
・
二
ト
ン 

 
 

 
 

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
五
鉱
山 

二
ト
ン 

 
 

 
 

④
砒 ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

九
鉱
山 

一
九
ト
ン 

 
 

 
 

⑤
銅
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
六
鉱
山 

二
二
ト
ン 

 
 

 
 

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
九
鉱
山 

五
五
ト
ン 

 
 

 
 

⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

一
八
鉱
山 

二
、
三
四
六
ト
ン 

 
 

 
 

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
鉱
山 

七
五
ト
ン 

 
 

 

ロ 

そ
の
他
の
使
用
済
特
定
施
設
か
ら
排
出
さ
れ
る
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
年
間
事
業
量 



 

 
 

 
 

 
 

①
坑
水
又
は
廃
水
の
年
間
排
出
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

五
一
鉱
山 

四
、
一
五
三
万
立
方
メ
ー
ト
ル 

 
 

 
 

②
カ
ド
ミ
ウ
ム
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
三
鉱
山 

三
ト
ン 

 
 

 
 

③
鉛
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

二
八
鉱
山 

三
ト
ン 

 
 

 
 

④
砒 ひ

素
及
び
そ
の
化
合
物
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
五
鉱
山 

二
ト
ン 

 
 

 
 

⑤
銅
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

三
九
鉱
山 

一
一
一
ト
ン 

 
 

 
 

⑥
亜
鉛
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

四
七
鉱
山 

九
○
八
ト
ン 

 
 

 
 

⑦
溶
解
性
鉄
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

三
六
鉱
山 

三
、
二
一
四
ト
ン 

 
 

 
 

⑧
溶
解
性
マ
ン
ガ
ン
の
年
間
除
去
量 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

一
八
鉱
山 

一
、
三
一
三
ト
ン 

三 

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
計
画
的
な
実
施
を
図
る
た
め
必
要
な
事
項 

 

（
一
）
鉱
害
防
止
事
業
の
内
容 

 
 

 

イ 

坑
道
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事 

 
 

 
 

 

坑
水
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
す
る
た
め
、
坑
道
の
坑
口
の
閉
塞
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と
。 

 
 

 

ロ 

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
鉱
害
防
止
工
事 

廃
水
、
捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
の
崩
壊
、
集
積
物
の
飛
散
、
流
出
等
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
す
る
た
め
、

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
覆
土
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
、
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
等
に
よ
る
被
覆
を
含
む
。
）
、

植
栽
、
擁
壁
、
か
ん
止
堤
並
び
に
場
外
水
及
び
場
内
水
の
排
除
施
設
の
改
修
等
の
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ



 

 
 

と
。 

 
 

 
ハ 

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理 

 
 

 
 

 
イ
又
は
ロ
の
鉱
害
防
止
工
事
を
実
施
し
た
後
に
お
い
て
も
、
坑
水
又
は
廃
水
に
よ
る
鉱
害
を
防
止
し
得
な

い
場
合
に
あ
っ
て
は
、
確
実
な
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
実
施
す
る
こ
と
。 

 

（
二
）
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
る
に
当
た
り
留
意
す
べ
き
事
項 

 
 

 

イ 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
、
地
球
環
境
問
題
及
び
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
へ
の
関
心
の
高

ま
り
に
応
じ
て
、
鉱
害
防
止
事
業
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
等
へ
の
貢
献
を
新
た
に
検
討
す

る
こ
と
。 

 
 

 

ロ 

鉱
害
防
止
事
業
を
次
に
掲
げ
る
類
型
の
い
ず
れ
か
に
区
分
し
、
当
該
類
型
に
応
じ
て
鉱
害
防
止
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
で
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
早
期
終
了
や
更
な
る
コ
ス
ト
削
減
を
図
る
こ
と
。 

① 

環
境
調
和
型
鉱
害
防
止
事
業 

 
 

 
 

 
 

特
定
施
設
か
ら
の
坑
水
若
し
く
は
廃
水
を
削
減
す
る
発
生
源
対
策
、
鉱
山
周
辺
の
利
水
点
に
お
け
る
水

質
等
の
環
境
へ
の
影
響
の
監
視
や
そ
の
管
理
を
実
施
し
な
が
ら
坑
水
若
し
く
は
廃
水
を
排
出
す
る
利
水
点

等
管
理
の
適
用
又
は
自
然
浄
化
作
用
を
利
用
し
て
坑
水
若
し
く
は
廃
水
を
処
理
す
る
「
自
然
回
帰
型
坑
廃

水
浄
化
シ
ス
テ
ム
（
パ
ッ
シ
ブ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
）
」
の
導
入
に
よ
り
、
鉱
害
防
止
事
業
の
終
結
を
目
指

す
事
業
を
い
う
。 



 

 
 

② 

環
境
負
荷
低
減
型
鉱
害
防
止
事
業 

 
 

 
 

 
 

利
水
点
等
管
理
の
適
用
及
び
パ
ッ
シ
ブ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
の
導
入
に
よ
り
、
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指

す
鉱
害
防
止
事
業
を
い
う
。 

 
 

 
 

③
高
効
率
型
鉱
害
防
止
事
業 

 
 

 
 

 
 

Ｉ
Ｔ
技
術
や
ド
ロ
ー
ン
等
の
最
新
機
器
の
活
用
等
に
よ
り
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
効
率
化
を
目
指

す
鉱
害
防
止
事
業
を
い
う
。 

 
 

 

ハ 

発
生
源
対
策
を
限
ら
れ
た
予
算
で
実
施
す
る
た
め
、
「
休
廃
止
鉱
山
に
お
け
る
坑
廃
水
の
発
生
源
対
策
ガ

イ
ダ
ン
ス
」
（
令
和
三
年
十
二
月
経
済
産
業
省
、
独
立
行
政
法
人
石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構
策

定
）
等
を
活
用
し
つ
つ
、
工
事
の
進
捗
に
合
わ
せ
、
そ
の
妥
当
性
、
緊
要
性
、
効
率
性
等
の
観
点
か
ら
優
先

順
位
を
付
け
な
が
ら
工
事
を
実
施
し
、
工
事
の
早
期
の
終
了
を
図
る
こ
と
。 

 
 

 

ニ 

利
水
点
等
管
理
や
パ
ッ
シ
ブ
ト
リ
ー
ト
メ
ン
ト
を
社
会
実
装
す
る
た
め
、
標
準
的
な
事
例
を
設
定
し
坑
水

又
は
廃
水
の
環
境
へ
の
影
響
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
取
得
を
行
っ
た
上
で
、
当
該
デ
ー
タ
を
活
用
し
、
こ
れ
ま

で
に
実
施
し
た
発
生
源
対
策
や
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
つ
い
て
評
価
を
行
う
こ
と
。 

 
 

 

ホ 

利
水
点
等
管
理
の
適
用
、
坑
水
若
し
く
は
廃
水
の
処
理
の
終
了
又
は
処
理
基
準
の
緩
和
に
当
た
っ
て
は
、

地
域
住
民
の
理
解
と
協
力
が
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、
地
域
住
民
に
丁
寧
に
説
明
を
行
う
等
、
地
方
公
共
団
体

と
連
携
し
て
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
。 



 

 
 

 
 

 

へ 

排
水
基
準
等
を
満
た
し
つ
つ
継
続
的
に
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
適
切
に
評
価
す

る
た
め
の
手
法
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 
 

 

ト 
鉱
山
保
安
法
の
規
定
に
よ
り
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ
き
者
が
存
在
す
る
使
用
済
特
定
施
設
に
つ
い
て

は
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
に
係
る
排
水
基
準
等
の
規
制
が
強
化
さ
れ
た
場
合
に
は
、
同
法
そ
の
他
の
法
令

又
は
条
例
に
基
づ
き
適
切
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
暫
定
的
な
排
水
基
準
等
に
基
づ
く
弾
力
的
な
運
用
に
つ

い
て
関
係
者
と
検
討
す
る
こ
と
。 

 
 

 

チ 

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
の
高
度
化
を
推
進
す
る
た
め
、
Ｉ
Ｔ
技
術
や
ド
ロ
ー
ン
等
の
最
新
機
器
を
活
用
し

た
自
動
化
運
転
等
を
導
入
し
、
省
力
化
等
を
図
る
こ
と
。 

 
 

 

リ 

中
和
殿
物
の
減
容
化
等
の
新
た
な
技
術
開
発
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
、
鉱
害
防
止
事
業
を
実
施
す
べ

き
者
そ
の
他
の
関
係
者
が
連
携
し
て
、
中
和
殿
物
の
減
容
化
等
の
処
理
に
係
る
ガ
イ
ダ
ン
ス
を
整
備
し
、
活

用
す
る
こ
と
。 

 
 

 

ヌ 

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
を
継
続
的
に
行
う
必
要
が
あ
る
場
合
に
は
、
設
備
の
更
新
等
に
よ
り
、
当
該
処
理

を
安
定
的
に
行
う
と
と
も
に
、
更
な
る
効
率
化
を
図
る
こ
と
。 

 
 

 

ル 

捨
石
又
は
鉱
さ
い
の
集
積
場
に
係
る
安
定
化
対
策
の
早
期
の
終
了
を
図
る
と
と
も
に
、
利
水
点
等
管
理
の

適
用
や
、
大
雨
等
に
よ
り
処
理
前
の
坑
水
又
は
廃
水
の
放
流
を
要
す
る
場
合
を
想
定
し
て
環
境
へ
の
影
響
の

評
価
を
事
前
に
実
施
す
る
等
の
対
策
を
検
討
し
、
自
然
災
害
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
の
強
化
を
図
る
こ
と
。 



 

 
 

 
 

 

ヲ 

坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
の
管
理
者
の
不
足
や
高
齢
化
に
対
応
す
る
た
め
、
鉱
山
保
安
法
に
基
づ
く
作

業
監
督
者
と
同
等
の
能
力
を
有
す
る
者
を
認
定
す
る
休
廃
止
鉱
山
坑
廃
水
処
理
資
格
認
定
制
度
の
活
用
を
一

層
図
る
と
と
も
に
、
坑
水
又
は
廃
水
の
処
理
施
設
の
管
理
者
を
育
成
す
る
た
め
、
教
育
の
充
実
を
図
る
こ
と
。 

附 
則 

（
施
行
期
日
） 

１ 

こ
の
告
示
は
、
令
和
五
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。 

（
特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
の
廃
止
） 

２ 

特
定
施
設
に
係
る
鉱
害
防
止
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
本
方
針
（
平
成
二
十
五
年
経
済
産
業
省
告
示
第
六
十
九
号
）

は
、
廃
止
す
る
。 

 


